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蚕　の　品　種　改　良　に　つ　い　て

杉　山　多四郎

（委託東北支場）

1．ま　え　が　き

優良品唾は農業における生産技術の基本的条件のな

かでも最も重要なものと考えられるが，蚕糸技術の進

歩のなかで蚕品種の占める役割は第1表において見る

ことができる。すなわち生糸1俵（80Ⅹダ）の生産に

要する蚕唾の量は約50年間に舛以下となっているカ1

第1表　生糸1俵（80晦）生産に要する諸元（便
宜上，繭生産額の等しい年次を対比して示
す）
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注．蚕種1才は約2．000粒である。

これは蚕品種の進歩に伴って繭の質が格段に向上した

ことがあずかって力あったものと思われる。蚕の晶踵

は指定制度により農林大臣の告示があって始めて農家

で飼育することができるようになっている。蚕糸業の

分野によって蚕品種への要求も一様ではないが，蚕晶

転改良の目標は，養蚕家のためには，飼育される晶瞳

は一代雑瞳がほとんどであるから，組合せ能力の検定

により相性がよく雑種強勢の優秀なもの（強隆，多収

飼育容易なもの），一代雑種の蚕種を製造する業者に

とっては強陸な原種で多産卵性のもの，限性形質をも

つ雌雄鑑別の容易な品種，また製糸家にとっては解じ

ェや小節点がよく，練減が少なく，糸歩の高いものな

どにおかれることとなる。国における蚕晶唾改良研究

はこれらの要求を調和させながら，さらに能率のよい

新品種の育成につとめるとともに，将来の経済的推移

に頓応し，多方面の需要に応じ得るような各瞳の基礎

晶瞳の育成もあわせて進められている。

東北地域にある蚕糸関係試験研究機関のうち，蚕や

品種改良を直接的に実施しているのは東北支場（福島

市飯坂町）のみであるが，蚕糸試験場における蚕育撞

体制のなかにあって数多くの優良蚕品種がここで育成

された。

2．　蚕品種改良の成果

東北支場が所在する福島県信連地方は古くから養蚕

が盛んで，優良蚕品種だけでなく桑品種の選出も行なわ

れてきたところである。このような伝統の背景は，育

種研究における自然的。人的県境条件を生かす地道な

努力の積み重ねに寄与するところ大であったともいえ

よう。

東北支場で育成された蚕品種は戦前でも数多くある

が，戦後の代表的なものをあげれば，日122号，　日

124号，日128号，日501号，支122号，支122号（太），

支124号，支125号（黄繭瞳），支12占号，支501号，

支502号等がある。ごく最近では日128号（改），日

155号，支155号，支154号（以上昭和44年5月指

定）がある。現行の指定蚕品種（麻原蚕撞および交配

形式）を第2～5表に示したが，日124号ズ支122号

（太），臼124号ズ支124号，（臼122号ズ日124号）

X（支115号ズ支124号），目12d号ズ支128号等の

蚕品種は現在も広く農家に飼育されているも　のであ

る。

蚕品転の改良は，育成素材から出発して選抜，淘汰
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第2表　　指定蚕品種（昭和45年2月2d日　長林省告示178号）

（1）原々蚕踵の晶撞（84）

郡　　白　　太　平

豊　　年　　研　光

神　　秋　　共　栄

日152号　　春　嶺

万　　　　郡　春

雪　　花　支115号

平　　安　　研　白

銀　　光　　栄　白

8122号 旭　　光　　鈴　　峯　　春　　月　　錦　秋

陽　　光　　　ふ　　じ 臼128号

日124号 郡　光

神　　春　　国　光　秋　光　　豊　山

多　摩　　巣　山　　日150号　　大　栄　郡　華　臼151号　明　星

日128号（改） 巨155号 昭　　宝　　　　践　　　　嶺　　秋　芳　　妙　峯

秋　　嶺　　郡　　秋　　み　　の

長　安　　白　　雅　懐122号くガ1　宝　鐙　鐘　和

春　　白　　登　　玉　　　さ　く　ら 支12占号

支124号 万　里

巣　月　　精　白　　竜　白

新　白　　綾　錦　　豊　秋　　支150号　春　宝　芳　春　支151号・

北　　斗　　支152号　　鐙　　月

麗　　月　　　代　　　　　畳

支155号 支154号 麗　　自　　　署　　　　玉　　　銀　花

巣　　　　金　　鐘　　秋　　月　　たから

（2）普通蚕撞製造業昔のよるべき交配形式（40）

ア　春蚕に適するもの（19）
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在　口内の品種は東北安堵育成，その他の番号品種は蚕糸試験場他支場の育成晶瞳である。
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第5表　蚕晶柾別普通蚕瞳製造割合（累年）

（1） 春 蚕 用

蚕　　 品　　 種　　 名
告 示

年 月
5 7 年 5 8 年 5 9 年 4 0 年 4 1 年 4 2 年 4 5 年 4 4 年 4 5 年

太　　 平　 X　 長　　 安 2 1． 8 1 4 ．1 1 4 ．1 1 4 ．5 1 5 ．2 1 5 ．7 1 2 ．5 1 2 ．0 1 5 ．2 1 1．4

春　　 月　 ズ　 宝　　 鐘 2 9 ． 8 1 4 ．5 1 7 ．8 5 0 ．0 5 9 ．8 5 1．9 5 8 ．0 5 4 ．8 4 8 ．5 2 9 ．0

※　 日 12 4 号　 X 支 1 2 2号 （太 ） 5 0 ． 8 1 2 ．d 1 0 ．1 8 ．4 5 ．8 4 ．5 5 ．9 5 ．9 5 ．7 2．0

郡　　 白　 ズ　 平　　 安 5 2． 8 5 ．2 4 ．9 5 ．7 4 ．8 5 ．8 5 ．9 8 ．7 4 ．4 5 ．4

陽　　 光　 ズ 】麗　　 玉 5 4 ． 8 1．7 1．4　　　 2．2 2 ．2 2 ．8 2 ．8 2 ．9 2 ．9 2 ．7

共　　 栄　 ズ　 新　　 白 4 0 ， 8 2．7 1 0 ．4 1 7 ．1 1 9 ．5

郡　　 華　 X　 芳　　 春 4 1． 8 1．5 2 ．6 4 ，4

春　　 嶺 ）く　 鐘　　 月 4 5 ． 8 0 ．9 2 0 ．8

在．1．※印は東北支場育成品種（ただし支115号は関西支場育成品種）

2．割合は，春蚕用，夏秋蚕用それぞれの合計に対する割合を示す○

により固定した原種を育成し，組合せ能力の検定にも

各瞳の試験を必要とするので，指定品種となるまでに

はかなり長い時間がかかるものであるが，比我的育種

年数の短かった臼124号の育成経過を弟4表に示した。

この品種は日124号ズ支124号，（日122号ズ日124号）ズ

（支115号X支124号）として一般農家で飼育されている

ほか，育成素材としても現行品垣の改良に賢するとこ

ろが大きい。なおここで注目すべきことは（第4表），

育成素材となった秋花（秋花は昭和24年5月指定され

59年2月坂消されたものであるが，この間秋花X銀

嶺一夏秋蚕用－として広く普及した品種である。片

倉工業株式会社育成）についてであるが，この品種は

夏秋期の院蚕飼育の場合脱肛蚕が多発し卯数が著しく

少なく，かつ成繭に球形のものを多く混じていた。育

成者はこれらの欠点を除くため5年間春秋占回複製改

良し，はじめて育成素材として用い，新品踵育成のス

タートを切った。このことは育成素材の選択において

育成者の高い見識を示しているものといえよう。
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第4衷　　日124号育成の経過（秋花改良d代目X目122号太）
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春 1 ○
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．麒 5
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．彪 4

豊

1 0 ズ 17

い く 5

2 ズ 7 d X 8

5 x d 1 ．X 8

が 日 時 ％ ％ ＝l グ C ダ ′ 回 C ㌘ d 回 コ 点

1 2 5 ．2 5 5 ．8 2 ．0 9 2 1，9 9 4 4 ．4 2 1．7 1 19 1 5 5 ，4 2．5 9 0．17 D

〝 秋 2 5 2 2 ．10 5 2 ．4 1．1 1 4 1 1．4 9 5 1．8 2 1．5 1 0 0 9 2 5 ．1 2 ．0 2

2 7 春 る 5 2 8 ．15 15 ．9 0 ．4 9 9 1．8 5 4 0 ．8 2 2 ．1 12 5 0 5 4 ．1 2．2 0 0 ．4 5 0．8 8

繭 形 細 太 大 小 あ り。

ノ広 2 有 望

〝 秋 4 1 0 2 4 ．D 4 18 ．0 0 ．1 1 16 1．5 2 5 4 ．4 2 2 ．5 1 1 4 5 5 1．2 2．2 1 0．8 9 0 ．2 8 9 8

繭 形 各 区 不 斉 。 長

形 繭 は 2 5 ．5 ％

繭 層 歩 合 あ り。

28 春 5 1 0 2 8 ．1 0 12 ．7 0 ．1 9 8 1．7 9 4 0 ．1 2 2 ．5 10 5 1 5 4 ．8 2 ．1 0 0 ．4 5 0．4 1 9 9

細 大 混 合 繭 形 蛾 区

半 数 。 経 過 日数 短

く量 的 に 多 き を採

る 。

〝 秋 占 1 2 2 4 ．0 4 12 ．0 1．0 1 1 9 1．5 5 5 5 ．8 2 2．1 1 0 8 8 2 8 ．0 2．1 2 0．5 7 0 ．2 7 1 0 0

虫 質 強 き も の に 重

点 を 置 き 採 種 。

．慮 4 良 質 強 く繭 形
斉 － 。

〝

晩

秋
7 d 2 7 ．1 1 2 0 ．0 1．0 1 18 1．5 4 5 5 ，8 2 1．9 1 12 2 2 9 ．5 2 ．1 0 0 ．5 2 0 ．2 5 9 8

彪 5 繭 形 斉 一 ．

経 過 早 く量 の 多 き

を 採 る 。

2 9 春 8 5 0 2 8 ．2 5 1 1．0 0 ．5 1 0 1 1．8 9 5 8 ．2 2 2 ．8 1 2 0 4 5 5．7 2 ．2 4 0 ．2 2 0 ．0 2 9 9

繭 形 大 体 揃 う 。

繭 層 歩 合 上 り弟 長

長 く な る 。 完 全 同

定 目 的 虔 す 。

〟 秋 9 2 0 2 2 ．18 9 ．0 1．0 15 5 1．4 1 2 9 ．5 2 1．2 1 0 5 7 2 5 ．5 1．9 5 0 ．2 5 0 ．5 2 9 9

虫 質 強 き も の に 重

点 を 置 く 。

〝
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秋
1 0 2 0 2 4 ．2 2 1 8 ．0 0 ．5 1 2 1 1．4 5 5 1．8 2 2 ．0 1 09 8 2 7 ．5 2 ．0 1 0 ．1 7 0．15 1 D O

繭 重 を 下 げ な い よ

う努 め た 。

5 0 春 1 1 2 5 2 7．15 1 0 ．9 1，0 8 8 1．8 9 4 5 ．9 2 5 ．2 1 25 4 5 占．1 2 ．5 0 0 ．5 8 0．0 8 9 9

急 速 に 向 上 す る 。

小 猿 点 は 梢 下 る 〕

〝

〝

秋

晩

秋

1 2

1 5

2 ズ

7 ．1 0
2 2 ．Od 1 4 ．0 0 ．2 1 1 1 1．5 0 5 1．0 20 ．8 9 5 0 2 占．占 2 ．1 4 9 8

小 類 を 多 少 下 げ て

繭 量 に 重 き を 置 い

た 。

虫 質 向 上 し て き た 。

d X

8 ．1 0
2 2 ．0 占 1 4 ．0 0 ．5 1 1 1 1．4 8 5 0 ．7 2 0．7 9 9 8 2 8 ．5 2 ．1 7 9 7

5 ズ

8 ．1 0
2 8 ．12 14 ．5 0 ．2 ＝ 9 1．4 7 5 2．2 2 1．8 9 8 6 2 8 ，8 2 ．1 8 9 9

1 X

8 ．1 0
2 8 ．19 15 ，0 0 ．2 1 1 5 1．4 9 5 1．0 2 1．5 9 9 0 2 5 ．7 2 ．0 9 9 9

珪・1・日124号は昭和29年春蚕期蚕糸試験場本・支場共通晶撞試験においてF花CX支122号的（F花C
は当時の育成記号）として提出され，試験の結果，農林省委託蚕品種性状調査への提出候補晶竃となっ
た。

2t y花CX支122号鰍ま沼和50年春蚕期農林省委託蚕品種性状調査に蚕糸試験場から提出され，全国
18試験場所の試験成績結果により資材審読会蚕種部会の審査をへて同年8月日124号と命名された。

5・さらに，F花CXIT157として昭和50年夏秋蚕期農林省委託蚕品種性状調査に蚕糸試験場から提出
され，試験の結果，同年12月日124号X支124号の交配形式および支124号が指定された（N157は
支124号の育成記号）。
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5．これからの蚕品種改良

桐の需用関係は時の流れによって変わるものである

が，生活水準の向上は網の消費をふやす要因であり，

かつ前述したように蚕糸業の分野によって蚕品種への

要求も一様でない。したがって蚕育種の技術上の聞題

点も多様であるが，労働生産性・土地生産性のより高

い蚕品種の育成への期待は，今後の蚕糸業の推移に対

処するためなお大きいものがある。

そのため当面重要な育種目標として考えられるもの

を列記する。

乱．原種として生産力のより高い品種

蚕品種の普及には，蚕種製造上の難易および経済

性が大いに関係するから．原種の強陰性，産卵性

の向上ならびに限性品種，多元交雑用品種の育成

などが必要である。

b．交雑種として生産力のより高い品種

強陰性本位だけでなく，短経過・収繭量，生糸

量歩合などについても重視する。

C．耐病性品種

消毒など垂作安定技術の進歩により連作は減

少しつつあるが，一般養蚕家では多かれ少なかれ

各種病原による汚染窮境で蚕は飼育されているも

のであり，とくにF型ウイ′レス抵抗性については，

問題が大きいにもかかわらず耐病性の検定などほ

とんど行なわれていない。

育種目標を達成するためには，新しい人為突然変異

の利用，新しい育種素材の導入，選抜条件の制札育

種目標形質の検定の確立，育種年限の短縮と施設，育

種作業の能率化，近代統計学的手法の導入など開題点

も多いが，着実な努力が続けられている○


